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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は, 路床土の含水状態の推移とそれにともなう路床支持力の変化について土質力学の立場から研

究し, それらの成果を用いて耐久的, 耐荷的道路の建設指針の確立をはかっだもので, 緒論, 3編16章 と

結論からなる｡

緒論では, 路床の支持力はその含水比に支配されるため, 路床土の耐久性, 耐荷性を論ずるためには,

従来, あまり研究きれなかった舗装後の路床土の含水状態の推移の究明より出発すべ きことを強調し, こ

の目的達成のため, 著者の行なった研究方針をのべている｡

第 1編は, 路床土の含水状態の推移に関する研究で, 5章よりなる｡ まず, 舗装下の士の含水状態の基

礎的な解明のために, 水平に無限のひろが りをもつ完全な不透層をもって覆われ, かつ, 等温状態にある

半無限土層を仮想し, これを理想平衡土層 と仮称して, この土層中の各種状態下にある土中水を熱力学節

に考察して, 任意の位置にある土中水が平衡時に持つ G ibbs の自由エネルギーを地下水面上のそれを基準

として求めるとともに, これを Schofield の行なった土中水エネルギーの pF 表示法と関連 させた｡

ついで, 現実の有限幅の舗装下の路床土が, 舗装後到達する含水状態を推定するには, 従来の方法では

不十分な点が多いことをのべ, その理論的解明のため, 土中濠透流の基礎方程式の定常時の解を, レラク

ゼ- ション法で解 く近似的解法を提案したが, その算出値は実際のコンクリート舗装下の含水状態の測定

値 とよい一致を示し, 解の妥当性を実証した｡ また, この際路床土含水状態におよぼす熟濠透の影響につ

いても考察し, 2 , 3 の基礎的事項を明らかにするとともに, わが国のような多湿地域では, この影響は

考慮する程のものではないことを明確にした｡

さらに, 土中水の pF 値の測定について, 従来の測定装置 と対比して, 著者の考案した装置の使用方法

および特徴を説明するとともに, これらの測定法中, とくに, 遠心力法および蒸気圧法の測定精度につい

て解析的検討を行なった｡

なお, 土中水の pF で表示された含水状態からその土の含水比を推定するためには, pF 一含水比曲線
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巻用いるが, この曲線の特性におよぼす土の粒度組成, 圧縮性, 密度, 粘土含有量, 粘土鉱物, 吸着カチ

オン, 荷重履歴などの影響については, 多数の実験例を挙げて解明するとともに, 土質試験において示方

されている気乾燥ならびに嘘乾燥における含水状態を熱力学約に考察した0

第 2 編は, 路床土の含水状態が締固め施工後変化した場合, その支持力特性が如何に変わるかを基礎的

な室内実験を用いて研究したもので, 4章よりなる｡

まず, 締め固め直後の土の示す支侍力特性を求めるため, 種々の含水比をもつ3種の土を各種の突き固

めェネルギーで締め固めた供試体について C B R 試験を行なった結果, それぞれの土については C B R は

土の乾燥密度 と含水比の両要素によって決定されることを明らかにした｡ また, 同一突き固めェネルギー

で士を縮め固めたとき, C B R を最大にする含水比は, 乾燥密度を最大にする含水比の 0.7- 0･9 程度であ

ること, 含水比が多い場合は, たとえ乾燥密度が増加してもC B R はかえって減少し, いわゆる, 退転圧

現象を生ずることなどを示すとともに, 退転圧発生限界の含水比の相性を明 らかにした｡

ついで, 上述の 3種の締め固め土が種々の水分環境下において, どのような含水比 と乾燥密度をもつに

いたるかを, 上載圧を加えない場合 と舗装重量に相当する上磯圧を加えた場合とに分けて実験的に求め,

さらに, このようにして求めた所定水分環｣尭下の含水比 と乾燥密度 とより, そのときの土の C B R を推定

し, 舗装下の土の支持力性能の水分環境下における推移を明らかにするとともに, わが国のような pF 2

程度のサクションの場所に適する路床土, 路盤土 としての土の選択に基準を与えた｡

なお, JIS A 1211 に示方されている4 日間水浸後の供試体を用いる C B R 試験法を適用した場合につ

いても, そのC B R , 倉水比, 乾燥密度間の諸関係を実験的に検討し, 水浸の場合においても退転圧の影

響が残留することならびに締固め時の含水比が C B R に願著な影響をもつことを明らかにした｡

第 3編は, 道路舗装厚設計のための路床土調査法に関する研究で,b 以上各編o)成果を考慮して路床土調

査法を改良しようとしたものである｡

まず, 従来の土質分類法を挙げ, それら分類法の路床土の工学的性質の表示に対する妥当性を検討し,

路床土調査法 としてのそれら分須法の適用性を比較した結果, A C 法 とB urm isterの方法の併用が比較的

安当なことを明らかにした.

また, 舗装厚を設計するための従来の路床土支持力調査法を, 設計厚 さに及ぼす精度の点か ら比較検討

し, 今 日の段階では, クワミ舗装厚 さを合理的に設計するためには∴路床土の C B R 試験の結果を用いる

方法がすぐれており, また, 剛性舗装の設計には, 支持力係数の測定値を利用する方法が好ましいことを

示 した｡ しかし, JIS A 1211 に規定されている室内試験の C B R より, 現場路床土の C B R を推定する

方法には, 室内試験用供試体の突 き固め含水比 と現場路床土のそれとの舶異した場合に対する考慮が欠け

ていることを述べ, 突 き固め含水比の相異により現場路床土の推定 C B R 倍に生ずる誤差の性質 と範囲を

実験的に検討して, JIS A 1211 の適用に際する注意を喚起した｡ また, JIS A 1211 の方法では, 供試体

を単に4 日間水浸することによって将来の含水状態を与えるものとしているが, 4 日間水浸後の含水状態

は, 舗装後到達する含水状態 と一致しない場合が多いか ら, 現場路床土 と同一含水比で突 き固めた供試体

または現場路床土自体を, 第 1編でのべた, 舗装後到達する含水状態の推定法によって求めた含水状態 と

した上で, C B R 試験を行なうべ きことを強調している｡ しかし, 現場 C B R 試験には多大の手数 と時間
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を要することをのべ. これに代わる著者の考案 した新たな測定法を提案した｡ この測定法は現場路床土の

C B R 測定を簡易化し, 極めて短時間に行なうようにしたもので, 一定直径, 一定重量の球体を一定高さ

から地上に落下させたとき生ずるくぼみの直径より C B R を求めるもので, その原塵, 装置, 方法, 精度

およびクワミ舗装厚設計- の適用法を詳述している｡

なお, 剛性舗装厚さの設計上必要 となる路床土の支持力係数 と C B R との相関について多数の実験値を

用いて検討し, C B R より支持力係数を求めるための近似式を提案 した｡

結論は, 以上の成果を要約したものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は, 耐久的, 耐荷的道路を建設するために, まず, 路床土が舗装後到達する含水状態の推定法を,

地表水の影響のない無限の広さをもつ舗装下の路床土 と, 地表水に影響 される有限幅の舗装下の路床土 と

にわけ;C樹立し, ついで, このような含水状態の推移にともなう各種土質の支持力特性の変化を究明したO,

さらに, 舗装厚設計に資するための現地地盤の支持力測定法を研究し, 上記の成果をとり入れて新たな測

定法を提案するなど, 路床土の設計, 施工に新たな知見 と指針を与えたもので, 工学博士の学位論文 とし

て価値あるものと認める｡
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